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昭和45年に設立された川崎医科大学は今年で39
年目を迎え、卒業生の数は総計3,481名となりまし
た。建学の理念“人をつくる。体をつく
る。医学をきわめる。”に沿って多くの教
職員、医学生たちは理想に燃えて、人の
ため、病者のため、社会のためにそれぞ
れの立場で健闘し、活躍し、現在も日本
各地で社会貢献をしております。本学の
卒業生から大学教授に就任した者は、本
学で7名、他学で
11名となってお
ります。創設期
に活躍された教
授、教員の方々
の伝統、生き様を継承しながら、新しい教員も増
加し、新しい息吹を入れながら更なる発展に燃え
ております。
今年6月、KAWASAKI CLUBラウンジが本館

棟8階に開設されました。ここに多くの卒業生、
先輩の教職員の方に気楽に立ち寄っていただき、

後輩たち、学生たちとの交流を深めなが
ら、ご指導をいただければと願っており
ます。
現在、日本で社会問題となっている医

師不足は本学でも例外ではありません。
多くの医師たちは毎日夜、教育に、診療
に、研究に、激務の中で闘っております。

平均寿命が男女
共に世界最高水
準を誇った日本
の医療は財政
面、人材面共に、

危機に瀕しているとの警鐘もあります。
先輩の皆さまのご指導を仰ぎ、更なるお智恵と

気概を拝借しながら、共に力強く貢献できる未来
を夢見たいものです。

現代医学教育博物館は、川崎学園創立10周年記念事業と
して昭和56年に開館しました。時計塔を備えた5階建ての落
ち着いた色調の建物のうち、2階から4階が展示室になって
います。
2階は一般にも公開しているフロアーで、主に生活習慣病

を取り上げ、その原因、病態等を模型、標本により分かりや
すく展示しています。また、クイズ形式やゲーム感覚で学習
できる展示や、触って固さを確かめられる動脈硬化模型、操
作体験できる胃の内視鏡等もあり、見学者参加型の展示とな
っています。

3階、4階は、医療関係者の専門的展示室です。3階には約
1,700点の病理肉眼標本が臓器別に整然と展示され、様々な
病態を見ることができます。シミュレーションルームには、
職員が作製した採血、腰椎穿刺練習用模型、実際に聴診器を
使って心音、肺音を聴くことのできる人体模型も展示してあ
り、医療関係の学生にも大変人気です。4階は、医大の講義
内容をブロック別に22のブースに分けて展示しています。さ
らに、4カ月毎に更新する「ディビジョン特別展示」のコー
ナーでは、各教室の最新の研究情報を提供しています。
卒業生や退職者の皆さま、川崎学園にお越しの際にはぜひ
現代医学教育博物館にもお寄りください。そして、ご自身の
健康について、また医学について考える一時をお持ちいただ
けたらと思います。館員一同お待ちしております。

現代医学教育博物館のご案内

問合せ先は、現代医学教育博物館 086-464-1014（直通）へ
http://www.kawasaki-m.ac.jp/mm/

－生涯学習の場として－

大学教育のあり方・生涯教育について
川崎医科大学学長 植木　宏明

胃の巨大模型
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が
ん
は
、
我
が
国
の
死
因
の
第
１
位

で
す
。
が
ん
対
策
の
強
化
・
推
進
が
叫

ば
れ
る
中
に
新
設
さ
れ
た
臨
床
腫
瘍
科

は
、
既
存
の
診
療
科
と
の
円
滑
な
連
携

の
も
と
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と

な
っ
て
、
が
ん
患
者
さ
ま
の
複
雑
な
病

態
に
総
合
的
に
対
処
い
た
し
ま
す
。
が

ん
化
学
療
法
、
先
進
的
免
疫
療
法
、
緩

和
ケ
ア
、
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
が

主
な
診
療
内
容
で
す
。

が
ん
化
学
療
法
は
近
年
目
覚
ま
し
く

進
歩
し
ま
し
た
。
標
準
化
学
療
法
を
安

全
に
正
確
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
新
規

抗
が
ん
剤
を
併
用
す
る
開
発
的
化
学
療

法
や
、
次
々
と
開
発
さ
れ
る
分
子
標
的

治
療
薬
も
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

標
準
治
療
の
終
了
し
た
方
に
は
、
先

進
的
が
ん
免
疫
療
法
と
し
て
活
性
化
自

己
リ
ン
パ
球
移
入
療
法
（
承
認
、
実
施

準
備
中
）、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
（
実
施
準
備

中
）、
が
ん
性
胸
腹
水
に
対
す
る
局
所
免

疫
療
法
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
は
早
期
の
導
入
が
重
要
で

す
。
疼
痛
緩
和
か
ら
看
取
り
ま
で
、
常

に
在
宅
を
視
野
に
入
れ
、
地
域
の
先
生

方
と
連
携
を
取
っ
て
、
患
者
さ
ま
の
望

ま
れ
る
緩
和
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

附
属
病
院
の
開
設
は
昭
和
48
年
12
月
で
、
開

院
当
時
の
病
床
数
は
１
０
５
２
床
で
の
診
療
が

始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
医
師
65
名
、
看
護
師

36
名
等
、
計
１
７
３
名
の
職
員
で
の
発
足
で
し

た
。
附
属
病
院
は
医
科
大
学
・
医
療
短
期
大
学
な
ど
す
べ
て
の

医
学
教
育
機
関
の
実
習
病
院
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
も
の
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
看
護

婦
寮
、
近
隣
に
は
職
員
寮
と
看
護
婦
寮
も
設
立
さ
れ
、
職
員
に

と
っ
て
も
整
っ
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
病
院
周
辺
に
は
、
辺
り
一
帯
田
園
が
広
が
り
、

今
の
松
島
地
区
の
印
象
と
は
違
っ
て
の
ど
か
な
風
景
が
見
渡
さ

れ
ま
し
た
。

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
に
は

４
つ
の
学
科
が
あ
り
、
生
活
支
援
や
治

療
・
指
導
等
の
直
接
処
遇
を
行
う
専
門

職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
組
織

全
体
の
運
営
・
管
理
を
担
う
専
門
家
の

養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

医
療
福
祉
経
営
学
科
で
は
、
国
や
組

織
全
体
の
動
静
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
時
間
、
情
報
な

ど
の
経
営
資
源
を
効
率
的
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
、
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
経
営
方
法
を
学
び
ま
す
。
医

療
秘
書
学
科
で
は
、
高
い
情
報
処
理
能

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
医

療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
身
に
付
け

る
と
と
も
に
、
幅
広
い
教
養
や
豊
か
な

国
際
性
を
持
っ
た
医
療
秘
書
を
育
成
し

ま
す
。
医
療
福
祉
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
追
究
し
、

や
さ
し
さ
を
「
か
た
ち
」
に
す
る
学
科

で
す
。
多
様
化
す
る
医
療
福
祉
や
デ
ザ

イ
ン
の
現
場
で
広
い
視
野
と
実
践
力
を

備
え
た
医
療
福
祉
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
育
成

し
ま
す
。
医
療
情
報
学
科
で
は
、
望
ま

し
い
医
療
の
た
め
の
「
医
療
の
情
報
化
」

を
支
え
る
「
医
療
情
報
の
専
門
家
」（
医

療
情
報
技
術
の
専
門
家
と
診
療
情
報
管

理
の
専
門
家
）
を
育
成
し
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
、
平
成
17

年
に
設
置
さ
れ
た
将
来
性
の
あ
る
学
部

で
す
。

川崎医科大学附属病院創設時の全景（倉敷市）

臨
床
腫
瘍
科
紹
介

医福大

ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
る
病
院
本
館
棟

８
階
に
は
、
皆
さ
ま
が
ご
利
用
い

た
だ
け
る
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
楷
の

木
」（
倉
敷
国
際
ホ
テ
ル
）
や
、

カ
フ
ェ
専
門
店
「
ド
ト
ー
ル
コ
ー

ヒ
ー
」、
デ
パ
地
下
の
お
弁
当
も

取
り
扱
っ
て
い
る
売
店
（
岡
山
高

島
屋
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
書
店
（
泰
山
堂
）、

美
容
室
、
理
容
室
、
銀
行
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
、
医
療
・
福
祉
シ
ョ

ッ
プ
「
あ
ゆ
む
」
な
ど
が
あ
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

医事評論家 水野 肇先生の特別講義
（本年度は平成20年10月29日に実施）

サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ア
紹
介

利
便
性
の
み
な
ら
ず
心
安
ら
ぐ
空
間

と
し
て
整
っ
た
院
内
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

が
集
結
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
上
階

（
16
階
）
に
位
置
す
る
景
観
に
優
れ
た
軽

専
門
知
識
を
駆
使
し
、
患
者
さ
ま
本

位
と
し
て
ハ
ー
ト
フ
ル
に
診
る
セ
カ
ン

ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
懇
切
丁
寧
に
実
施
い

た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

軽食喫茶「プラタナス」

レストラン「楷の木」

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

ケースカンファレンス風景

学
部
の
今

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

附
属

病
院

院内サービスが集結
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《医大》 
◆卒後臨床研修のminimum requirements　「救急診療に力を入
れる　大学病院･臨床研修病院の卒後臨床研修プラン」 
9月28日13：00～17：00　会場ホテル日航福岡　対象医師、大学院生
及び研修医　参加無料　連絡先病院庶務課 086-464-1164 
《附属病院》 
◆第3回市民公開講座　「ここまできたがん治療」 
9月20日14：00～16：00　講演①食道がん・胃がん最新の内視鏡診断
と治療　講師=楠　裕明（同院総合診療科 医長）　②食道がんの治
療を受ける方のために　講師=平井敏弘（同院消化器外科 部長）　
③胃がんの治療を受ける方のために　講師=松本英男（同院消化器
外科 医長）　会場現代医学教育博物館　連絡先病院庶務課 086-
464-1164 
◆第26回病病・病診連携医学セミナー　「治る高血圧・糖尿病を
見逃さないために」 
10月2日19：00～20：30　講師=宗　友厚（同院糖尿病・内分泌内科部
長）　会場現代医学教育博物館　対象医療関係者　参加無料　連絡
先地域医療連携室　内線 82306 
◆医学講演会　「血液型の不思議」 
10月11日（詳細は上記をご覧ください。） 

《医福大》 
◆中高年のためのアクアエクササイズ　「水と健康づくり」 
後期10月7日、14日、21日、28日10：00～12：00講師=小野寺　昇（同
大健康体育学科教授）会場医福大体育館プール　対象一般、指導者 
定員30名　参加費=１回500円　連絡先健康体育学科　内線 54531 
◆トルストイを読む　「日本人に通じるロシア人の気質」 
10月21日、28日10：25～11：55　講師=林　明弘（同大臨床心理学科
准教授）　会場4302講義室　対象一般　定員50名程度　参加無料
連絡先教務課　内線 54230 
◆発達障害の人 と々生きる　「コミュニケーションへの希望を求めて」 
12月20日13：30～15：30　講師=佐々木正美（同大TEACCH部部長、
特任教授）会場2601講義室　対象一般　定員200名　参加無料　連
絡先医療福祉学科　田渕　内線 54514 
◆大学授業開放講座　「高齢者への心理的援助」 
平成21年1月14日10：25～11：55　講師=奥村由美子（同大臨床心理
学科講師）会場3601講義室　対象高齢者福祉・高齢者介護の関係者、
卒業生　定員50名程度　参加無料　連絡先臨床心理学科　白神　
内線 54556 
《短大》 
◆第3回公開講座　「メタボリックシンドローム」～画像で診るあなたの健康～ 
10月11日（詳細は上記をご覧ください。） 

Harmony
���� 月 日 土 日 日 

Harmony
～響きあう心～ 

統一テーマ  

����

演題：「血液型の不思議」11日（土）14：00～16：00
会場：現代医学教育博物館
3階講堂　講師：和田秀穂（同
大 内科学教室（血液）教授、
附属病院 血液内科部長、輸血
部部長）「健康、病気、体力、
精神力にまつわる謎をとく鍵
のひとつは、血液型にある」
ことを、いくつかの事例をあげて、医学的な立場から紹介
します。お申込不要　入場無料　問合せ先：病院庶務課
☎ 086-464-1164

テーマ：「生活習慣病の基礎知識と予防法」
11日（土）・12日（日）10：00～16：00 （両日）
会場：現代医学教育博物館　2階講堂
お申込不要　入場無料　問合せ先：
医大学園祭実行本部　内線：33142 ,
33143

テーマ：「メタボリックシンドローム」～画像で診るあなたの健康～
11日（土）10：00～11：30 会場：川崎医療短期大学 体
育館102号教室　基調講演：今城吉成（同短大 放射線技術
科 主任教授）講演：友光達志（同放射線技術科 准教授、
附属病院 中央放射線部技師長）体験実習：林 明子（同
放射線技術科 講師）入場無料　お申込・問合せ先：川崎医
療短期大学　公開講座係　☎ 086-464-1032（直通） FAX：
086-463-4339 E-mail：koukai@jc.kawasaki-m.ac.jp

◆川崎医科大学
11日（土）10：00～15：00（学長挨拶、大学紹介、入試概
要説明、施設見学、個別相談）お申込不要　問合せ先：学
務課教務係　☎ 086-464-1012

◆川崎医療福祉大学
11日（土）・12日（日）10：00～16：00（学科説明・実習室
見学・体験学習、入試・就職等相談コーナー）お申込不要
問合せ先：入試課　☎ 086-464-1004
◆川崎医療短期大学
11日（土）・12日（日）10：00～15：00（進学等相談コー
ナー 他（両日）、入試対策講座 他（11日）、附属病院見学
ツアー他（12日））お申込不要　問合せ先：入試係
☎ 086-464-1033
◆川崎リハビリテーション学院
11日（土）13：00～（模擬講義、リハビリテーションセン
ター施設見学、入試情報説明会、在学生と懇談）
お申込不要　問合せ先：事務室　☎ 086-464-1179

前夜祭、無料検査、仮装行列、学園イベント、医大・医福
大・短大イベント、LIVE、トークショー、お笑いライブ、
各種展示、模擬店など、多彩な催しがあります。詳細は、
学園祭のホームページをご覧ください。
http：//www.kawasaki-m.ac.jp/festival/

医学講演会《病院》

オープンキャンパス・オープンスクール

イベント情報医学展《医大・短大》

公開講座《短大》

駐 車 場 の お 知 ら せ  
学園祭へおいでの方は、職員学生駐車場
に駐車してください。 

学園イベント

互助会　作品展

公開講座・セミナーのご案内

公開講座・セミナーが、追加されている場合があります。詳細は各施設のHPをご覧ください。
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※すでに終了している試験については掲載しておりません。詳細は各施設のHPをご覧ください。 

◆特別推薦入試（地域指定）　一次選考＝11月15日（出願期
間＝11月1日～7日）＜一次合格発表＝11月22日＞▽二次選
考＝11月29日＜合格発表＝12月5日　募集人員　約10名＞ 
◆一般入試　一次試験＝平成21年1月24日（出願期間＝12月
8日～平成21年1月19日）＜一次合格発表＝1月27日＞▽二次
試験＝平成21年1月31日または2月1日＜合格発表＝2月4日募
集人員　約60名＞ 
◆大学院入試　試験日＝11月4日（出願期間＝10月10日～23
日）＜合格発表＝11月12日　募集人員　25名＞ 

◆特別入試・社会人特別選抜・帰国生徒特別選抜　試験日＝
11月2日（出願期間＝10月14日～23日）＜合格発表＝11月6日
募集人員　217名＞ 
◆推薦入試　試験日＝12月7日（出願期間＝11月17日～27日）
＜合格発表＝12月10日　募集人員　151名＞ 
◆一般入試前期　試験日＝平成21年2月1日（出願期間＝1月
6日～22日）＜合格発表＝2月6日　募集人員　285名＞ 
◆一般入試後期　試験日＝平成21年3月16日（出願期間＝2
月27日～3月10日）＜合格発表＝3月19日　募集人員　31名＞ 
◆センター試験利用入試前期　大学入試センター試験のみ利
用し、個別学力検査等は課さない。（出願期間＝平成21年1月6
日～16日）＜合格発表＝2月6日　募集人員　73名＞ 
◆センター試験利用入試後期　大学入試センター試験のみ利
用し、個別学力検査等は課さない。（出願期間＝平成21年2月
27日～3月14日）＜合格発表＝3月24日　募集人員　46名＞ 
◆大学院入試 修士課程・博士後期課程2期　試験日＝平成
21年2月20日（出願期間＝2月2日～13日）＜合格発表＝2月26日 

◆特別入試　試験日＝10月18日（出願期間＝9月29日～10月
11日）＜合格発表＝10月24日　募集人員　82名＞ 
◆指定校・公募推薦入試（指定校推薦は看護科、介護福祉科、医療保育
科のみ）　試験日＝11月8日（出願期間＝10月20日～11月1日）
＜合格発表＝11月14日　募集人員　114名＞ 
◆一般入試前期　試験日＝平成21年1月30日（出願期間＝1
月5日～23日）＜合格発表＝2月6日　募集人員　113名＞ 
◆一般入試後期A（大学入試センター試験を利用する試験）・B（本学入試
問題による試験、臨床検査科を除く）　試験日＝平成21年3月13日（出
願期間＝2月23日～3月7日）＜合格発表＝3月17日　募集人員
　16名＞ 

募集人員　修士課程14名、博士後期課程13名＞ 

◆推薦入試　試験日＝11月8日（出願期間＝10月20日～11月1
日）＜合格発表＝11月14日　募集人員　17名＞ 
◆社会人入試　試験日＝11月8日（出願期間＝10月20日～11
月1日）＜合格発表＝11月14日　募集人員　16名＞ 
◆一般入試　試験日＝平成21年1月30日（出願期間＝1月5日
～23日）＜合格発表＝2月6日　募集人員　17名＞ 

◆前期（専願）入試　試験日＝平成21年1月25日 
　（出願期間＝1月8日～22日）＜合格発表＝1月29日　募集人
員　約25名＞ 
◆後期（一般）入試　試験日＝平成21年2月15日 
　（出願期間＝1月26日～2月12日）＜合格発表＝2月19日　募
集人員　約10名＞ 

平成21年4月新研究科「医療福祉マネジメント学研究科」医療福祉経営学専攻、医
療秘書学専攻、医療福祉デザイン学専攻、医療情報学専攻、「医療福祉学研究科」
保健看護学専攻（助産学コース）の設置に向けて、改組（名称変更等を含む）を予
定しています。詳細はHPでお知らせします。 

※ 

「患者さまのためのお茶会」開催（4月6日） 

新しい催し「キャンパスランチ」好評（4月7日） 

15階東病棟　人間ドック宿泊ラウンジオー
プン（4月21日） 

ＭＭに「食と健康」をテーマにした新作パネ
ル展示（4月17日） 

中国上海職工医学院から管理事務職員短
期研修団の来学（5月14日～6月13日） 

第8回県障害者スポーツ大会「輝いてキラリ
ンピック」に大会運営ボランティア補助員とし
て参加（5月25日） 

大学院生グループがWHOの国際生活機能
分類（ICF）ビギナーズガイドを日本で初めて
翻訳（1月） 

学校標識塔設置（6月20日） 

KAWASAKI CLUBラウンジオープン 
（6月2日） 

腎尿路・血液・糖尿病センター外来オープン、
「外来エレベーター」運用開始（6月2日） 

◆病　院 
◆短　大 
◆病　院 
 
◆医　大 
 
◆学　園 
 
◆リハビリ 
 
 
◆医福大 
 
 
◆高　校 
◆学　園 
 
◆病　院 

（医学部） 

（医療福祉学部、医療技術学部、 
医療福祉マネジメント学部） 

（看護科、臨床検査科、放射線技術科、 
介護福祉科、医療保育科） 

（理学療法学科、 
作業療法学科） 

学園の今

（平成20年4月～平成20年8月）

KAWASAKI CLUB からのお願い
KAWASAKI CLUBでは、年2回情報誌「KAWASAKI CLUB NEWS」

をお届けいたします。住所変更・カード紛失等がございましたら、メー
ルか電話にてお知らせください。

E-mail   
 
電　話 

club@med.kawasaki-m.ac.jp   
 
0 8 6 - 4 6 4 - 1 5 4 6

いごよろしく 

オープンキャンパスの日程
（学園祭同時開催を除く）

《第5回》平成21年3月20日（金・祝）
13：00～16：30 学科説明・実習室
見学、ミニ講義、入試・就職等相談
コーナー、キャンパス見学ツアー、
附属病院見学ツアー
問合せ先：入試課 ☎ 086-464-1004

《第1回》平成21年3月20日（金・祝）
「応援します！あなたの夢 －医療・福
祉・保育の専門家になるために－」
10：00～12：00 本学概要説明、入
学前学習紹介・体験学習、進学等相

談コーナー他
問合せ先：入試係 ☎ 086-464-1033

《第3回学校説明会》11月22日（土）
13：30～15：30 入試説明、寮案内、
個別懇談
問合せ先：事務室 ☎ 086-462-3666

12月まで毎週火曜日
10：30～12：00見学ができます。
問合せ先：事務室 ☎ 086-464-1179

川崎医療福祉大学 

川崎医療短期大学 

川崎医科大学附属高等学校 

川崎リハビリテ－ション学院 

※詳細は各施設のHPをご覧ください。

当日参加できない方で、個別に見学等をご希望の方は、担当までお電話にて
ご連絡ください。随時受付けています。


